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　小学校家庭科では片づけが学習内容として示されているが，片づけの学習は諸外国ではあまり見られない学習内容
である。日本においても，中学校では位置付けがなく，小学校に限られた内容であり，先行研究が大変少なく，理論
が不足している現状がある。  
　そこで，本研究では，家庭科に対応する教科の中で片づけに関する内容が含まれると思われる韓国，台湾，タイの
３か国と日本を対象として，教科書における片づけの内容の比較調査を行い，日本の片づけの学習の特徴を探ること
とした。  
　教科書の内容の比較から，日本の片づけの学習の特徴として，①片づけのプロセスが重視されており，そこに含ま
れる行為を細分化して捉えさせている，②子ども自身が片づけの方法を判断する材料となる資料や情報，視点の提示
が充実している，③各自の道具箱が片づけの対象となっており，授業として実践の時間を確保することが想定されて
いる，④家族を視野に入れた片づけに言及されていることが明らかになった。 
 “Katazuke,” which means cleaning up or tidying up, is one of the words that express Japan’s everyday culture. 
In the elementary school home economics departments of Japan, Katazuke is regarded as educational content, but 
Katazuke is not often seen as such in other countries. Also, limited as it is to elementary schools in Japan, it has no 
place in the country’s junior high schools. Furthermore, since there are very few studies on the subject, theory on 
the issue is insufficient. Therefore, in this research, I conducted a comparative survey of the contents of Katazuke 
in textbooks from four countries (Korea, Taiwan, Thailand and Japan), that seem to contain content related to 
Katazuke in subjects corresponding to home economics. In this way, I could study the specific features involved in 
learning Katazuke. 
From a comparison of these textbooks, the following features became clear. 
　1. The process of Katazuke is cherished, and the actions contained therein are clearly segmented.
　2.  The presentation of materials, information and viewpoints to help children to judge how to do Katazuke them-
selves is fulfilling.
　3.  The focus is for students to do Katazuke using their own tool boxes, and it is supposed to secure practical time 
as classes.
　4. Katazuke is carried out with the family in mind.
キーワード： 片づけ（Katazuke），小学校（elementary school），家庭科（home economics）， 
教科書（textbook comparison），比較文化（comparative culture），整理整頓（tidying up）
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１．問題の所在と目的
　家庭科のカリキュラムについて諸外国の動向をまとめ
た国立教育政策研究所の報告（2005）を参照すると，片
づけの学習は諸外国ではあまり見られない学習内容であ
ることがわかる。小学校家庭科では，家庭科が教科とし
て位置付けられた昭和22年の学習指導要領以降継続し
て，片づけが学習内容として示されている(国立教育政
策研究所，2014;文部科学省，2017a)。しかし，中学校
学習指導要領（文部科学省，2017b）では示されていな
いため，教科書にも明確な言及はなく（教育図書2018,
東京書籍2018），家族で住むためのルールの例として触
れられる程度である（開隆堂，2018）。小学校に限られ
た学習内容であり，先行研究は大変少ない。小学校家庭
科の住教育に関する研究（正岡ら，2012）や共生の視
点から構想した整理整頓の授業実践の報告（青柳ら，
2000）などがあるが，前者は教師からみた小学生の学習
への関心や教師自身の興味などを学習内容別に調査した
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研究であり，後者は「共生」に焦点を当てて整理整頓の
授業を捉えなおす試みである。生活における片づけ行為
や片づけの学習に着目して，その意義や特徴などを取り
上げる基礎的な研究は見られない。
　このように，片づけの学習は日本の小学校における特
徴的な学習であるにも関わらず，先行研究や理論が著し
く欠如している現状がある。そこで，まずは，日本の片
づけの学習の特徴を知るために，他国における片づけの
学習との比較を試みることとした。二宮（1995）は，比
較教育学研究の目的について述べる中で，「比較的アプ
ローチを通して他国および自国の教育を深く理解」する
個性記述的目的について言及している。本研究では，日
本における片づけの学習の独自性を明らかにするために，
諸外国との比較の方法と取り入れることとする。具体的
には，家庭科学習の具体像が掴みやすく，ある程度の公
共性のある教科書を対象として調査することとした。日
本の小学校では，学校生活においても片づけについて，
教師による多様な働きかけがあり（Furushige, 2018），
学校生活における片づけの活動と家庭科における片づけ
の学習は密接に関係していると考えられるが，片づけの
活動に関する他国との比較は，別稿において報告するこ
ととし（古重, 2019），ここでは片づけの学習に特化し
て比較を行った。
　前述の国立教育政策研究所の報告によれば，調査対象
となった16の国と地域のうち，学習内容として住生活を
扱っている可能性があるのは,７つの国と地域に限られ，
その中で，韓国，台湾，シンガポール，香港といったア
ジア諸国に限り，住生活に関する比較的具体的な内容や
「住生活」という言葉が見られる。そのうち，韓国の「生
活環境を整頓する」という表現と台湾の「住居環境と居
住安全」という表現については，住生活の中でも掃除や
片づけに関する内容を含む可能性が高いと思われる。ま
た，国政研の調査では対象となっていないタイ，インド
ネシアの２か国については，「アジア地域における家庭
科プロフェッショナル育成の連携支援プログラム」（2015）
において報告があり，そのプレゼンの中で，タイでは「『住
まいと芸術（Housing and art）』というカテゴリーの中で，
掃除，掃除道具の使用，修繕，創造などの学習内容を含
む」と示されていた（Sarathapun・Ukraisa，2015）。
そこで，家庭科に対応する教科の中で掃除や片づけに関
する内容を持っていると思われる韓国，台湾，タイの３
か国と日本を対象として，教科書における片づけの内容
の比較調査を行うことにした。
　本研究では，韓国，台湾，タイの３か国と日本の教科
書における片づけの学習内容の比較を通して，日本の片
づけの学習の独自性を明らかにすることを目的とする。
２．研究方法
2.1　調査対象
　韓国，台湾，タイ，日本における片づけの学習内容を
含む教科の教科書を調査対象とした。各国の教科書のタ
イトル，出版社等はTable２-１のとおりである。
タイトル 出版社 発行年
台湾
『翰林綜合』３～６年
『翰林生活』１，２年
『康軒綜合』３～６年
『康軒生活』１，２年
『南一綜合』３～６年
『南一生活』１，２年
翰林
翰林
康軒
康軒
南一
南一
2013, 2014
2013, 2014
2010, 2011
2012-2014
2012-2014
2013, 2014
タイ
『การงานอาสิพและเทคโนโลยี
（仕事・職業・テクノロジー）』
１～６年
สถาบัน
พัฒนา
คุณภา
พวิชาก
าร จํากัด 
（学術品
質開発研
究所）
2008
韓国
『初等学校　実科６』 ㈱チョン
ジェ教育
2016
日本
『わたしたちの家庭科５・６』
『新編　新しい家庭　５・６』
開隆堂
東京書籍
2015
2017
Table2-1　調査した教科書のタイトル・出版社等
2.2　手続き
　教科書または教科書データの入手の際に補足説明を受
けることができるよう，韓国，台湾，タイの家庭科教育
関係者で日本でのアクセスが可能な人物に依頼をした。
タイの家庭科教育関係者には現物を学会会場に持参いた
だき，韓国と台湾の家庭科教育関係者には依頼後にメー
ルにてデータを送付いただいた。
2.3　比較の方法
　各国の教科書の内容から，片づけを中心に扱う単元を
取り上げ，配当学年，単元名，ページ数，小項目，発問・
呼びかけ，挿絵・写真，資料，本文の８項目について，
一覧にて示した。「ページ数」については，単元内に片
づけ以外の内容を含む場合は，片づけの内容に該当する
部分だけをページ数としてカウントした。カウントから
除外した内容については，ごみの減量やリサイクル（韓
国），避難の仕方（台湾：翰林），危険な場所（台湾：南
一），ごみの減量やリサイクル（日本：開隆堂），掃除と
ごみの減量やリサイクル（日本：東京書籍）である。ま
た，「小項目」は，単元の中に下位項目が設けられてい
る場合のみ示した。「発問・呼びかけ」は各ページにお
いて中心となる発問や活動の呼びかけを取り出して示し
た。「挿絵・写真」は，発問や呼びかけに関係するもの
や情景が挿入されているものを対象とし，発問や呼びか
け，本文に関連して多様な情報や視点を提供することを
意図して示されているものを「資料」として区別して示
した。「本文」は掲載されている文章のうち，発問・呼
びかけを除いた地の文の主旨を示した。
３．結果
3.1　韓国の教科書
3.1.1　韓国の教科書の背景
　韓国の小学校では，５，６年生の男女必修で家庭科に
あたる「実科」が位置付けられている（国立教育政策研
究所2005）。2009年に教育課程の改定があり，実科の領
域は，「家庭生活と安全」「資源の管理と自立」の２領域
に整理された（韓国：教育科学技術部2009）。この中で，
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片づけや掃除に関する内容はTable ３-１のとおりである。
目　標 快適な生活空間管理の必要性を環境と関連し
て理解し正しい管理方法を計画して実践する。
達成基準解説 整理整頓と清掃，ゴミの分類，リサイクルの
一連の過程は生活環境を管理することである
ことを知り，その管理法案を計画し，方法を
習得し，実践できるように指導する。その際，
生活環境管理及び正しい実践が環境問題の解
決と関連があることを強調する。
教授学習方法
及び留意事項
整理整頓，清掃，ゴミの分類，リサイクルな
どをしなかった時の問題点を調査し，それを
解決できる実践可能な法案を探索し，自分の
生活に適用できるように指導する。
Table3-1教育科学技術部
『実科(技術･家政)教育課程』（2009）の片づけに関する内容
3.1.2　韓国の教科書の内容
　教科書を見てみると，上記の内容に関して『初等学校
実科６』（2016）の中では,７ページが割り当てられてい
る。そのうち後半６ページは，ゴミの分類，リサイクル
に関する内容であり，ゴミを減らす方法，ゴミの分別・
処理方法，ゴミの分別の練習問題，様々な再利用の方法，
牛乳パックでペン立て作り，先祖たちの再利用の知恵と
いう内容に各１ページがわりあてられている。冒頭の１
ページのみ，片づけの内容を扱っており，整理整頓のよ
さや方法について，「話してみましょう」「発表してみま
しょう」という学習活動を示している（Picture ３-１）。
ページ配分から見ても，ゴミの分類やリサイクルを重視
しており，整理整頓についてはよさや方法について話す
活動に留まっている。多々納ら（2011）によれば，1999
年の第７次教育課程の時点では，実科の５年生の内容と
して，「生活環境の整備」の項において，「机とクローゼッ
トの整理・整頓」と「掃除とごみの処理」の２つの内容
が明記されていた。このことと現行の内容とを照らすと，
「机とクローゼットの整理・整頓」は削除された内容だ
と考えられる。韓国での片づけの学習は，ごみやリサイ
クルに関する内容を充実させる中で，簡略化されている
のが現状と言える。
　前述の比較のための項目一覧はTable ３-２の通りで
あり，紙面が少ないため，資料や本文もなく,２つの発問・
呼びかけに終始している。
学　年 ６年
単元名 住居空間と生活資源の管理
ページ数 １/３ページ
小項目 快適な住居環境を維持するための条件を調べてみ
ましょう
発問・
呼びか
け
・ 身の回りを綺麗に整理整頓すると良い点を話し
てみましょう
・ 服や本，学用品などモノによってどのように整
理整頓すればよいか発表してみましょう
挿絵・
写真
・学習机を整理整頓している子どもの絵
資　料 なし
本　文 なし
Table3-2　韓国の教科書：片づけ関連単元の概要
Picture３-１韓国の実科教科書：片づけ該当部分
と日本語訳
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Picture 3-1 韓国の実科教科書：片づけ該当部分と日本語訳 
 
  
3.2　台湾の教科書
3.2.1　台湾の教科書の背景
　国立教育政策研究所(2005)によると，台湾では，2002
年より教育課程を大きく組み替えるきわめて重要な教育
改革である「国民中小九年一貫教育課程要綱」が始まり，
「家政」科目は，単独で設けられ履修する科目ではなく
なり，７つの学習領域の一つである「総合活動」で学習
されることとなった。総合活動は，１年生から家庭科の
内容が多く含まれている。総合活動の教科書は，３社か
ら出版されており，それらにおける片づけに関連する内
容を見ていく。
3.2.2　台湾の教科書の内容
　翰林，康軒，南一の３つの出版社の中で，康軒のみ，
１年生で片づけの単元を設定している。また，３社共通
して３年生で安全を目的とした片づけの単元を設定して
いる。比較のための項目一覧は１年生の単元をTable ３
-３，３年生の単元をTable ３-４，Table ３-５，Table 
３-６に示した。
学　年 １年
単元名 おもちゃの家
ページ数 ６ページ
小項目 なし
発問・
呼びか
け
・ おもちゃをどう分類したら，すぐに見つけるこ
とができますか
・どのように表示札をつけますか。
・ 次に遊ぶときに部品などがなくなるのを防ぐの
に，遊び終わったらどうしたらよいですか
・ （絵を見て）おもちゃで遊び終わった友達にどう
注意をするかみんなで考えよう
挿絵・
写真
・ 様々なおもちゃの分類を考えている子どもと子
どもが考えた分類を示したの吹き出しの絵
・表示札を作ったり貼ったりする子どもの絵
・ おもちゃが壊れたり見つけられなかったりして，
困っている子どもの絵とその子のコメント
資　料 ・表示札のつくり方
本　文 ・おもちゃ箱に表示札を貼るよさ
Table3-3台湾（康軒1年）の教科書：片づけ関連単元の概要
日本の小学校家庭科における片づけの学習：韓国・台湾・タイ・日本の教科書比較
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Picture3-2　台湾の総合活動１年教科書（康軒）：
「おもちゃの分類」該当部分　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Picture3-2 台湾の総合活動１年教科書（康軒）：「おもちゃの分類」該当部分 
 
  　１年生の単元では，「おもちゃをどう分類したら，す
ぐに見つけることができますか」という問いかけととも
に，「電池を使う物は一緒にして，パズル類は一緒にする」
「室内で遊ぶものと外のものを分ける」というセリフが
描かれた子どもからの吹き出しとして書かれており，片
づけ方に目が向けられている（Picture３-２）。そして，
分類したおもちゃ箱に貼る表示札の例や作り方が示され，
単元の終わりの項では，「次に遊ぶときに部品などがな
くなるのを防ぐのに，遊び終わったらどうしたらよいか」
と問い，「（絵を見て）おもちゃで遊び終わった友達にど
う注意をするかみんなで考えよう」と投げかけている。
絵にある子どもたちは，「だれがくまのぬいぐるみを壊
したの？綿が出てしまって，どうしよう」「なんで竹と
んぼが見つからないのかな」などと言っている。この単
元では，片づけの意義にも触れるとともに，使った後に
どうするかという整頓された状態の維持という視点も含
まれ，片づけの学習として充実した内容と言える。しか
し,１年生の単元であることやおもちゃを教材としてい
ることもあり，片づけの方法としては物の使用時を想定
した「分類」という視点のみが扱われており，使う物と
使わない物を分けたり，使用頻度を考慮したりする視点
は含まれていない。Table３-３にあるように，資料や
本文は大変少なく，各ページで問いかけに応じた挿絵の
中に，吹き出しの形で回答例が示されているため，教科
書内で問いと答えが完結している。また，片づけのプロ
セスの理解は扱っておらず，授業として実際に取り組む
場の確保は想定されていない。
　３年生では，３社とも安全を目的とした片づけに関連
する単元を設定しているが，どの程度片づけとの関連で
安全を扱っているかの程度に差がみられる。例えば，翰
林の教科書では，安全を目的とした片づけの内容の合間
に避難の仕方の内容が４ページ挿入されており，康軒の
教科書では，単元を通して片づけを通した安全確保に主
眼が置かれている。南一の教科書では，工事現場や設備
の不良等，危険な場所についての内容が多く，片づけと
関連した内容は単元の半数ページ程度である。ここから
は出版社ごとに見ていく。
　翰林の「空間の変化」の単元の項目一覧はTable ３-
４である。先に挙げた康軒の１年生の単元と同様，ペー
ジごとに発問があり，それに対応する絵や写真が示され
ているため，単元を通しての発問・呼びかけの数は，ペー
ジ数にほぼ対応しており，資料は少なく，発問以外の本
文はない。導入で，教室の様子を見開きで示し，「教室
で物を置いたり空間を使ったりするとき，どんな注意が
必要だと思いますか。下の絵から何を見つけましたか」
と問いかけている（Picture３-３）。ここでの写真を見
ると，物が乱雑に置かれている場面だけでなく，学習椅
子や蒸飯箱（持参したお弁当を温める電化製品）など，
通行の障害となり得るものの写真も取り上げられてい
る。また，単元の中盤では，避難の仕方にページが大き
く割かれており，安全という文脈における片づけに目が
向けられていることが分かる。
　康軒の「環境安全テスト」の単元の項目一覧はTable 
３-５である。翰林と同様，単元を通して，ページごと
に発問があり，発問と対応した絵や写真が示され，それ
で各ページが完結しているため，資料や本文は見られない。
導入では，「教室や廊下をよく見ると，どんな状況が危
険だと思いますか」という問いかけと散らかった教室の
絵が示され，示された絵では，子どもたちの吹き出しに
「傘が廊下に置かれていると…」「本が落ちてぼくの足に
あたった」「ごみ箱がドアのところに置かれていると…」
などと書かれている。その後，教室や廊下を安全にする
方法を考えて整え，安全を保つ方法に目を向けるという
内容が扱われており，単元名の通り，安全のために環境
を整えるという位置づけである。地域についても，地域
における危険な場所に目を向け，大人と一緒に取り組む
とよいことが示されている。全般に，児童が吹き出しで
答えたり，話し合いをしたりしている場面の描写に大き
く紙面を割いている（Picture３-４）。
Picture3-3　台湾の総合活動３年教科書（翰林）：
「教室で注意を払うべき場所」該当部分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Picture3-3 台湾の総合活動３年教科書（翰林）：「教室で注意を払うべき場所」該当部分 
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学　年 ３年
単元名 空間の変化
ページ数 ８ページ
小項目 なし
発問・
呼びか
け
・ 教室で物を置いたり空間を使ったりするとき，
どんな注意が必要だと思いますか。下の絵から
何を見つけましたか。自分のクラスに似たよう
なところがないか確かめましょう。
・ 校内を見てみよう。物の置き方や使い方の問題
はありますか。それは何ですか。なぜですか。
・ あなたの家の空間の使い方に問題はありません
か。気づいたことやアイデアを友達と共有しよう。
・ 家の中の物の置き方の問題を家の人と改善し，
記録しよう。
・ あなたと家族は改善のために何をしましたか。
実践の成果を友達と共有しよう
・ 空間は適切に使うと安全ですか。それはなぜで
すか。
挿絵・
写真
・ 教室の鳥観図と５か所の拡大写真（蒸飯箱，乱
れた掃除用具入れ，乱れた傘掛け，通行困難な
机椅子の間，乱れた本棚）
・ 校内の絵と７か所の拡大写真（廊下の手洗い場，
出しっぱなしの荷物，消化器，蓋のあいた分電
盤，窓枠ぎりぎりの植木鉢，立てかけられた清
掃モップ，傾いた額縁）
資　料 ・家庭実践記録例
・４人の子どもの実践の例
本　文 なし
Table3-4台湾（翰林）の教科書：片づけ関連単元の概要
学　年 ３年
単元名 環境安全テスト
ページ数 10ページ
小項目 ・校内安全の兵士
・生活安全の知恵王
発問・
呼びか
け
・ 教室や廊下を観察するとどんなところに危険が
ありますか。
・ 教室や廊下をもっと安全にする方法を友達と考
えてやってみよう。
・ 片づけるときに注意することは？アイデアを友
達と共有しよう。
・ 教室や廊下を清潔で安全に保つために何ができ
ますか
・片づけた後，これは危険ではありませんか。
・ 地域に不適切な使われ方の場所はありますか。
どんな危険が考えられますか。
・空間は使いやすいと思いますか。なぜですか。
・ 居住環境を家の人と確認して，改善方法を話し
合い，実践してみよう。
・ あなたやあなたの家族が解決できない問題に遭
遇したらどうしますか。
挿絵・
写真
・ 物が散らかった教室と危ない場所を見つけた７
人の子どものコメント（絵）
・改善方法を話し合う様子とコメント（絵）
・片づけをする様子とコメント（絵）
・維持する方法を話し合う様子とコメント（絵）
・片づいた空間での危険な行為の様子（絵）
・地域の絵と６つの注意が必要な場所の写真
・家の周辺の危険な場所を整える様子（絵）
資　料 なし
本　文 なし
Table3-5台湾（康軒）の教科書：片づけ関連単元の概要
Picture３-４　台湾の総合活動３年教科書（康軒）：
「教室や廊下を安全にする方法」該当部分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Picture3-4 台湾の総合活動３年教科書（康軒）：「教室や廊下を安全にする方法」該当部分 
  
　南一の「安全な校内空間」の単元の項目一覧はTable 
３-６である。翰林，康軒と同様，単元を通して，ペー
ジごとに発問があり，発問と対応した絵や写真が示され，
それで各ページが完結しているため，資料や本文は見ら
れない。
学　年 ３年
単元名 安全な校内空間
ページ数 ４ページ
小項目 ・空間捜索隊
・空間を改善しよう
発問・
呼びか
け
 ・ 不適切な物の配置によって事故が起こりやすい
教室や廊下の場所について話してみましょう。
・ 教室内外の危険な場所について，グループで改
善方法を話し合って，グループごとに報告しま
しょう。
・ 改善行動をするときは，何に注意するべきです
か。一緒にやってみましょう。
・ 今，改善できない部分について，できることは
何ですか。
・ みんなで努力したあと，教室内外は安全ですか。
そのような改善活動についてどう思いますか。
挿絵・
写真
・校内で事故が起きている場面の４つの絵
・グループごとに改善方法を報告している様子（絵））
・注意を喚起しながら，教室を片づける様子（絵）
・ 改善後の様子や気を付けることについて話し合
う様子（絵）
資　料 なし
本　文 なし
Table3-6台湾（南一）の教科書：片づけ関連単元の概要
　この単元では，校内に特化した本単元の後に，「空間
の魔術師」という地域や家庭での安全を扱う単元を配置
しているが，いずれも危険な場面を多く扱っており，空
間において危険に備える内容が中心となっている。「空
間の魔術師」の単元では，湯沸かし器による中毒や台所
の包丁の位置などを写真とともに示しており，片づけと
の関連というよりも，住まいにおける危険に焦点を当て
ている。「安全な校内空間」の単元でも，ページの半数
は，工事現場や設備の不良等，危険な場所についての内
容である。「安全な校内空間」の単元では，教室や廊下，
教室外での危険な場面を絵で示し，「どんなところに危
険があるか」を問いかけ，校内の危険なところをグルー
プで観察・記録するよう構成されている。また，教室内
日本の小学校家庭科における片づけの学習：韓国・台湾・タイ・日本の教科書比較
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外の空間をよりよくする方法を出し合って，実践をする
学習が後に続いている。
　このように，台湾の３年生の単元では，安全を目的と
した教室や校内，出版社によっては家庭の片づけが扱わ
れている。教室や校内各所の危険な場所や場面が視覚的
に示され，その改善方法を検討して改善していくという
構成である。安全を目的としているため，棚や引き出し
の中といった通行や避難に関係しない収納内部の片づけ
に関する言及はなく，そのため，物の分類や使いやすさ
といった視点は含まれていない。また，発問とそれに対
応する絵や写真，そして発問への回答例を子どもからの
吹き出しとして示すという構図が大部分であり，各社と
も資料や本文はほぼないと言える。
3.3　タイの教科書
3.3.1　タイの教科書の背景
　タイでは，国レベルの教育基準を定めた初めての法律
として，1999年に「国家教育法」が制定され，この中
で，どの学習者も学習しなければならない基礎として，
①タイ語，②数学，③理科，④社会科・宗教・文化，⑤
保健・体育，⑥芸術，⑦仕事・職業・テクノロジー，⑧
外国語の８つの学習グループが位置付けられた（平田
2014）。Sarathapun・Ukraisa(2015)によると，⑦仕事・
職業・テクノロジー学習グループの内容は，「生活と家
族（Life & Family）」「デザインとテクノロジー（Design 
& Technology）」「情報伝達技術（ICTs）」「仕事・職業
（Occupations）」の４分野に分けられ，「生活と家族」に
様々な家庭科の内容が含まれている。「生活と家族」の
内容としては，食物，衣服，住まいと芸術，家族関係，
農作業，機械作業が含まれ，「住まいと芸術（Housing 
and art）」の中では，片づけと掃除，掃除道具の使用，
修繕，身近な材料で役立つものの制作が含まれる。「仕
事・職業・テクノロジー」グループの学習は，１～３年
で40時間，４～６年で80時間扱われる。
3.3.2　タイの教科書の内容
　タイの教科書「การงานอาสิพและเทคโนโลย　ี(仕事・職業・
テクノロジー)」（สถาบันพัฒนาคุณภาพวิชาการ จํากัด2008）
では，家庭とくらし，衣料品，食べ物と栄養，栽培，技
術，発明，情報通信の６単元は１～６年全学年で，ビジ
ネス，デザインとテクノロジー，職業，コンピュータ，
キャリアの５単元は学年に応じて設定されている。これ
らの内容の中の「家庭とくらし」は，家の仕事，家族と
の生活，物の管理，掃除等の内容を含んでおり，物の管
理に関するものは片づけの学習と捉えられるものを含ん
でいる。そのうち,１年生の「自分のことは自分で」と
４年生の「物の管理」の学習は，片づけに焦点を当てた
小単元であった。
　１年生の「自分のことは自分でする」の単元の項目一
覧はTable ３-７である。単元を通して，発問や呼びか
けはなく，本文と資料を中心に構成されている。単元の
後半は歯ブラシ，くし，スプーン・フォーク，コップと
いった物の使い方を学習するが，前半分は，おもちゃの
保管方法，つまり片づけ方のほか，石鹸やタオル，歯ブ
ラシ，衣類，文房具などの保管方法を「物の保管」と題
して３ページにわたって絵や写真中心にして示している
（Picture３-５）。１年生という段階で，「自分のことは
自分でする」という文脈において，それぞれの物に適し
た片づけ方を丁寧に写真で示しており，物の扱いに関す
る正しい方法を伝えようとする意図が見られる。しかし，
いわゆる「保管」に特化した内容で，「このようにして
おく」という状態を示し，片づけというプロセスには目
が向けられていない。
　４年生の「物の保管」の単元の項目一覧はTable ３-
８である。この単元では，クローゼット，学習机，スクー
ルバッグの３つについて各１ページ割り当て，それぞれ
「１．作業計画」「２．実践」「３．評価」の３項立てで
構成されており，作業の工程はすべて文字で書き表して
いる。これらの後に，アクティビティ（練習問題）のペー
ジがあり，発問や問いかけはその中に限られている。ほ
ぼ本文のみで構成された前半を受けて，それらの内容と
合致した練習問題が示されているという構造である。学
習机の整理のページはPicture３-６のとおりである。
Picture３-５タイの仕事・職業・テクノロジー１年教科書：
「物の管理」該当部分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Picture3-5 タイの仕事・職業・テクノロジー１年教科書：「物の管理」該当部分 
  学　年 １年
単元名 自分のことは自分で
ページ数 ５ページ
小項目 ・おもちゃの保管
・物の保管：洗面道具や衣類，文房具
発問・
呼びか
け
 なし
挿絵・
写真
・おもちゃを片づける子どもの絵
資　料 ・掃除用具（ふきん・バケツ）の写真
・おもちゃの片づけ方（箱・棚）の絵
・ 身の回りの物の片づけ方の絵や写真（石鹸，タ
オル，歯ブラシ，コップ，ヘアブラシ，衣類，
靴下，靴，文房具，ヘアピン・ベルト，本・ノ
ート）
本　文 ・おもちゃの片づけ方
・片づけることのよさ
・具体的な手順
Table3-7タイ（1年）の教科書：片づけ関連単元の概要
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　この学習机の作業計画の記述からわかるように，タイ
の教科書では，片づけのプロセスを順序立てて具体的に
示している。しかし，「１．作業計画」の「２．机の整
え方」にあるように，「保存する物を並べる」，「書籍を
高い順に並び替え，向きをそろえ，倒れないようにブッ
クエンドを使う」「ノートも同じようにする」「鉛筆，ペ
ン，定規はコンテナに入れると便利で安全」という内容
は，単なる流れを示しており，整える際の視点としては，
「高い順」「向き」の２点に終始している。また，ブック
エンドやコンテナを使うなど，固定化した方法の提示に
留まっている。学習机の片づけは，家庭の学習机が想定
されており，そのため，「２．実践」の部分でも「計画
通り学習机を整えてください」という記述に終始し，学
校の引き出し等を対象とした授業時間内での実践は想定
されていない。
学　年 ４年
単元名 物の保管
ページ数 ６ページ
小項目 ・クローゼットの整頓
・学習机の整頓
・スクールバッグの整頓
・アクティビティ（練習問題）
発問・
呼びか
け
 （発問・呼びかけは「アクティビティ」の中のみ）
〇生徒に絵を観察させ，質問に答えさせる
　・さし絵のクローゼットの状態はどうですか
　・ クローゼットをもっている人はどう思いま
すか
　・ クローゼットをどうすればよい状態になりま
すか
〇 番号を空欄に記入させ，生徒に片づけの手順を
確認させる（クローゼット，学習机，スクール
バッグ）
〇 生徒に自宅で，クローゼット，デスク，スクー
ルバッグの片づけを練習させる。両親はそれを
チェックし，結果を記録用紙に記入する。
〇物を保管する利点をまとめよう
挿絵・
写真
・整頓されたクローゼット（絵）
・学習机を片づける姿（絵）
・スクールバッグを片づける姿（絵）
資　料 ・（資料は「アクティビティ」の中のみ）
・家庭実践の記録用紙（両親による評価）
本　文 ・分類して収納する必要性
・整頓するよさ
・設備などのあるべき状態
・クローゼットの片づけの手順
・学習机の片づけの手順
・スクールバッグの片づけの手順
Table３-８タイ（４年）の教科書：片づけ関連単元の概要
Picture３-６　タイの仕事・職業・テクノロジー４年教科書
「物の保管：２学習机」該当部分と訳文
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Picture3-6 タイの仕事・職業・テクノロジー４年教科書：「物の保管：２学習机」該当部
分と訳文 
 
 
  
3.4　日本の教科書
　日本では，小学校学習指導要領（2008）の家庭科の内
容として，「住まい方に関心をもって，整理・整頓や清
掃の仕方が分かり工夫できること」との記述があり，小
学校において片づけの学習が展開されている。現在，小
学校家庭科の教科書は，開隆堂と東京書籍の２社が出版
しており，それぞれ片づけを中心とした単元を設定して
いる。東京書籍は片づけと掃除を合わせて１つの単元と
している。
　開隆堂の「かたづけよう　身の回りの物」の単元の項
目一覧はTable ３-９である。およそ各ページに発問・
呼びかけがあり，それに対応する絵や写真とともに，そ
の内容に関連する資料が多く示されているのが特徴である。
学　年 ５,６年
単元名 物を生かして住みやすく
ページ数 ５ページ
小項目 1.身の回りの物や生活の場をみつめよう
2.身の回りをきれいにしよう
　１)整理・整とんをしよう
3.物を生かして快適に生活しよう
発問・
呼びか
け
・ 物を散らかしたままにしているとどんなことに
困るか
・なぜ物が散らかってしまうのか
・道具箱を整理・整とんをし，使いやすくしよう
・ 友達と道具箱を見せ合って，工夫したことを比
べてみよう
・クリーン大作戦を計画しよう（家での実践計画）
挿絵・
写真
・散らかっている家庭用学習机の周辺の写真
・片づけられた家庭用学習机の周辺の写真
資　料 ・道具箱の整理・整とんの手順（写真・解説入り図）
・道具箱の中の物の分類（フローチャート）
・仕切りの工夫（写真）
・整理・整とんの手順（解説入り図）
・クリーン大作戦トライカード（例）
本　文 ・身の回りにあるたくさんのもの
・ 快適な住まい方が工夫できるようになる学習の
呼びかけ
・整理・整とんすることのよさ
・整理・整とんされた状態を保つこと
・工夫は家庭によりさまざま
・ ここちよい住まい方，環境に配慮した住まい方
の呼びかけ
Table３-９日本（東京書籍）の教科書：片づけ関連単元の概要
日本の小学校家庭科における片づけの学習：韓国・台湾・タイ・日本の教科書比較
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　教科書では，教室背面のロッカーの写真，家庭の学習
机の片づけ前，片づけ後の写真が３ページの中に挿入さ
れ，中心的な内容は，学校の机の道具箱を対象とした「整
理・整とんの手順」（Picture３-７）の提示である。本
文では，片づけることのよさとして，利便性や快適性，
所持品の確認やそれによる購入の失敗の防止，けがや事
故の防止といった安全面などに言及している。また，「持
ち物を使うかどうかを考え，必要な物を残すことを整理，
整理した物を使いやすくかたづけることを整とんといい
ます」と，整理整頓に含まれる行為を分けて捉えられる
よう明文化している。項の終わりには，「家族がみんな
で使う場所や物については，話し合って使い方や置き場
所を使う決めて，整理・整とんのしかたをくふうしましょ
う」と，個人の所有物の片づけだけでなく，家族の共用
スペースに関する片づけにも言及されている。
　本文の他に，多様な絵や図による説明がされており，
中心的な資料としての「整理・整とんの手順」のほか，「持
ち物の確認」「持ち物の整理」「衣服などのたたみ方とし
まい方（例）」「整理・整とんの計画と実せん例」「整理・
整とんした身の回り」といった資料が提示されている。
「整理・整とんの手順」では，「見つける→①計画を立て
る→②整理する→③整とんする→④見直し，続ける」と
いうプロセスとして，その詳細が写真とともに提示され
ている。「②整理する」では，必要な物と必要でない物
の分類，必要な物をさらに「よく使う物」と「あまり使
わない物」に分け，必要でない物をさらに「処分する物」
「再使用できる物」に分けた場面を写真で示している。「③
整とんする」では，物の置き場所を決める視点として，「同
じ種類の物をまとめる」「仕切りで区切る」「よく使う物
は取り出しやすい場所に置く」「あまり使わない物は奥
に置いたり，家に持って帰ったりする」と書かれている。
Picture３-７日本の家庭科の教科書（開隆堂）：
「整理・整とんをしよう」該当部分
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　東京書籍の「物を生かして住みやすく」の単元の項目
一覧はTable ３-10である。およそ各ページに発問・呼
びかけがあり，それに対応する絵や写真とともに，その
内容に関連する資料が示されている。
　教科書では，冒頭で見開きいっぱいに家庭の学習机の
片づけ前と片づけ後の写真が並べて示されており，「あ
なたはどのような物をどれだけ持っているでしょうか。
それらは，いつも使いやすい状態になっているでしょう
か」と問いかけ，「活動１：物を散らかしたままにして
いるとどんなことに困るか，考えて話し合いましょう。
また，なぜ物が散らかってしまうのか，理由を考えましょ
う」と枠囲みの記述欄が用意されている（Picure３-８）。
本文では，片づけることのよさとして，利便性と購入の
失敗の防止に触れている。また「整理・整とんができた
ら，どうすればその使いやすい状態を保ちながら生活で
きるか，考えてみましょう」と述べ，状態の維持のため
の方策を考えさせている。項の終わりでは，「整理・整
とんやそうじの工夫は家庭によってさまざまで，それぞ
れの暮らしに合わせた工夫があります」と各家庭による
多様性に言及している。
　中心となる資料は開隆堂と同様，整理整頓の手順を示
したものであり，「①計画する→②分類する→③置き場
所を決める→④ふり返る」という流れで構成され，「②
分類する」では，「使う物」「迷う物」「使わない物」に
分類するとした上で，迷う物については「決められるま
で別の場所に置く」と保留という方法を提示し，使わな
い物については「リユース」「リサイクル」「処分する」
の選択肢が示されている。「③置き場所を決める」では，
「自分や家族が使いやすいようにさらに分類」するよう
書かれ，置き場所を決める視点としては「使う回数」「使
う場面」「大きさや形」「重さ」「色」が挙げるとともに，
仕切りの工夫も具体例を複数示している。
学　年 ５,６年
単元名 物を生かして住みやすく
ページ数 ５ページ
小項目 1.身の回りの物や生活の場をみつめよう
2.身の回りをきれいにしよう
　１)整理・整とんをしよう
3.物を生かして快適に生活しよう
発問・
呼びか
け
・ 物を散らかしたままにしているとどんなことに
困るか
・なぜ物が散らかってしまうのか
・道具箱を整理・整とんをし，使いやすくしよう
・ 友達と道具箱を見せ合って，工夫したことを比
べてみよう
・クリーン大作戦を計画しよう（家での実践計画）
挿絵・
写真
・散らかっている家庭用学習机の周辺の写真
・片づけられた家庭用学習机の周辺の写真
資　料 ・道具箱の整理・整とんの手順（写真・解説入り図）
・道具箱の中の物の分類（フローチャート）
・仕切りの工夫（写真）
・整理・整とんの手順（解説入り図）
・クリーン大作戦トライカード（例）
本　文 ・身の回りにあるたくさんのもの
・ 快適な住まい方が工夫できるようになる学習の
呼びかけ
・整理・整とんすることのよさ
・整理・整とんされた状態を保つこと
・工夫は家庭によりさまざま
・ ここちよい住まい方，環境に配慮した住まい方
の呼びかけ
Table３-９日本（東京書籍）の教科書：片づけ関連単元の概要
－226－
千葉大学教育学部研究紀要　第67巻　Ⅰ：教育科学系
Picture３-８日本の家庭科の教科書（東京書籍）：
「物を生かして住みやすく」の導入部分
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４．日本の片づけの学習の独自性
　ここまでに見てきた各国の片づけに関連する学習内容
をまとめて見ていくと，韓国では，ごみやリサイクルに
関する内容を充実させる中で簡略化され，教科書ではわ
ずか２文の呼びかけに終始している。
　台湾では，１年生でおもちゃの片づけを教材化してい
る出版社が１社あり，おもちゃの分類方法，表示札作
り，使用後の留意点を扱っている。使用後の留意点の中
では，物が壊れないようにする，見つけやすくするとい
う片づけの意義を扱っており，充実した内容である。し
かし，使う物と使わない物を分けたり，使用頻度を考慮
したりする視点は含まれていない。また，片づけのプロ
セスの理解は扱っておらず，授業として実際に取り組む
場の確保は想定されていない。そして，台湾の３年生の
単元は３社共通して，安全を目的とした片づけが扱われ
ている。棚や引き出しの中といった通行や避難に関係し
ない収納内部の片づけに関する言及はないため，物の分
類や使いやすさといった視点は含まれていない。
　タイでは,１年生の「自分のことは自分でする」の単
元で，それぞれの物に適した片づけ方を丁寧に写真で示
している。しかし，「保管」に特化されており，「このよ
うにしておく」という状態を示し，片づけというプロセ
スには目が向けられていない。４年生の「物の保管」の
単元では，クローゼット，学習机，スクールバッグの３
つについて，それぞれ「１．作業計画」「２．実践」「３．
評価」の３項目が示されている。片づけのプロセスを順
序立てて具体的に示すものである。しかし，文章のみの
説明に終始するとともに，説明内容は作業の単なる流れ
が示されるのみで，整える際の視点としては，「高い順」
「向き」の２点に終始している。また，ブックエンドや
コンテナを使うなど，固定化した方法の提示に留まって
おり，学校の引き出し等を対象とした授業時間内での実
践は想定されていない。
　日本の教科書では，２社とも5，６年共通の教科書と
なっており，片づけの手順を追う写真や片づけ前後の写
真，所持品の状況を書き込む表や整理のプロセスのチャー
トなど資料の豊富さが特徴的である。特に片づけの手順
については，紙面を大きく割き，２社とも学校の引き出
しの道具箱の片づけを扱っている。片づけというプロセ
スに含まれる行為を「必要なものを残す」「分類する」「収
納する」など細分化して捉え，各行為におけるさらなる
プロセスや多様な視点が示されている。例えば，整理（必
要なものを残す）のプロセスや分類の視点，収納の工夫
などである。片づけの意義についても利便性や快適性，
所持品の確認やそれによる購入の失敗の防止，けがや事
故の防止といった安全面など複数取り上げている。全体
として，文章で問題を示したり気づかせたりせず，資料
をもとに児童自身が問題に気づくよう意図されていたり，
提供された情報を手がかりに児童自身が方法を決めてい
けるよう構成されている。また，具体的な資料等はない
が,２社とも単元の終わりに，家族の共用スペースに関
する片づけや家庭による片づけの工夫の多様性といった
「自分のものを自分で片づける」という自立に終始しな
い，家族を視野に入れた一文が挿入されている。
　このように，３か国と日本の片づけの学習における教
科書の内容を比較しながら見てくると，日本の片づけの
学習の独自性として，以下のようなものが浮かび上がる。
・ 片づけのプロセスが重視されており，プロセスに含ま
れる行為を細分化して捉えさせている。
・ 子ども自身が片づけの方法を判断するための材料とな
るような資料や情報，視点の提示が充実している。
・ 各自の机の道具箱が対象となっており，授業時間内に
実践の時間を確保することが想定されている。
・家族を視野に入れた片づけに言及されている。
　
　このような学習の実現の背景としては，片づけの学習
が高学年で設定されていることによる内容の充実だけで
なく，児童自ら問題に気づき問題解決していくことを重
視する家庭科教育や学校教育としての教育観などが考え
られる。また，教材としての道具箱の採用については，
学用品として個人の私物を保管させる日本の学校文化も
関係しているとも考えられる。いずれにしろ，これらの
特徴は他の３か国では見られず，日本の片づけの学習の
独自性と言える。
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